
広報 へ き

新
農
業
委
員
紹
介

日
置
町
農
業
委
員
が
七
月
に
改
選

さ
れ
、
新
委
員
に
よ
る
初
め
て
の
総

会
が
七
月
二
十
四
日
招
集
さ
れ
ま
し

た
。新

し
い
委
員
さ
ん
と
担
当
区
な
ど

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。
農
地
、

年
金
、
農
政
等
に
係
る
問
題
は
、
ま

ず
担
当
委
員
さ
ん
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
委
員
会
定
例
総
会

毎
月

六
日

※
議
案
提
出
期
限

毎
月
二
十
五
日

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

上 手 晃之進

( 川原63歳)

此
度
、
は
か
ら
ず
も
日
置
町
農
業

委
員
会
々
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
.

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
そ
の
器
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
同
僚
委
員
の
協

力
を
得
な
が
ら
職
務
遂
行
に
微
力
を

傾
注
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
.

今
日
、
農
業
を
と
り
ま
く
状
況
は
、

水
田
利
用
再
編
対
策
、
米
価
の
抑
制

と
農
畜
産
物
価
格
の
低
迷
、
農
畜
産

物
の
輸
入
自
由
化
、
輸
入
枠
拡
大
.

臨
調
答
申
に
み
ら
れ
る
補
助
金
の
見

直
し
等
々
、
内
憂
外
患
ま
こ
と
に
厳

し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
使
命
は
、
農
地
等

の
利
用
関
係
の
調
整
、
農
用
地
の
流

動
化
、
利
用
増
進
等
を
通
じ
て
農
業

生
産
力
の
向
上
、
農
業
経
営
の
改
善
、

合
理
化
を
図
り
、
地
域
農
業
の
振
興

と
農
業
者
の
地
位
向
上
を
図
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
環
境
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

私
ど
も
委
員
一
同
、
み
な
さ
ま
方
の

心
を
心
と
し
、
町
当
局
並
び
に
農
協

そ
の
他
関
係
機
関
、
団
体
等
と
緊
密

な
連
繋
を
保
ち
な
が
ら
、
使
命
達
成

に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
き
か
せ

い
た
だ
く
と
共
に
。
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

住 所 氏 名 就 職 種 類 電話番号 担 当 区 域 備 考

川 原 上手晃之進 選 挙 3631 川 原 会 長

畑 上 藤津 登 〃 2961 畑上・畑下 副会長

黄波戸囗 林竹一 〃 2753 黄波戸口
堀 田

上 城 福田 耕助 〃 3506 上城・亀山

大内山下 長瀬 勝 〃 3053 大内山上大内山下

古 市 藤川 純之 〃 3263 古市・中村

野 田 南 上田 寛穂 〃 3793 野田北・雨乞
野田南

東 坂 本 岡田 平治 〃 2538 東坂本西坂本

長 行 伊藤心一 〃 2331 長 行

国 広 岡崎 稔 〃 2742 国広・真口
農士園

狩 宿 上山 傳 大津共済組合推せん 3596 狩 宿

小 野 地 上田 正道 日 置 農 協 推 せ ん 3566 小野地・新市

茅 刈 光田 義正 議 会 推 せ ん 2050 矢
ヶ浦・茅刈
黄波戸・長崎

向 田 池永 清 〃 3032 向田・一円

炭 床 山本 久 〃 3187 炭床・北山

2~4 ページの
内容についての
お問合わせは、
役場経済課へ。

ー麦をつくろうー
国
内
の
麦
生
産
は
、
昭
和
四
十
九
年

以
降
着
実
に
増
加
し
、
現
在
で
は
百
万

ト
ン
を
超
え
る
水
準
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
麦
生
産
の
拡
大

と
麦
作
経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
①
生
産
量
を
上
げ
、
し
か

も
生
産
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
②
品
質

を
向
上
さ
せ
量
の
確
保
を
図
る
な
ど
、

麦
づ
く
り
の
質
の
向
上
が
今
ま
で
以
上

に
大
切
に
な
り
ま
す
。

1
.
地
域
に
あ
っ
た
優
良
品
種
を
選
ぽ

①

フ
ク
ワ
セ
コ
ム
ギ
、
ア
サ
カ
ゼ

コ
ム
ギ
、
農
林
6
1
号
な
ど
小
麦
を

②

三
年
に
一
度
種
子
更
新
を
し
よ

2
.
湿
害
防
止
が
高
品
質
、
多
収
穫
の

基
本
で
す
.

①

麦
の
は
場
は
団
地
化
を
図
る
と

と
も
に
、
排
水
溝
を
設
け
た
り
、

暗
き
ょ
を
入
れ
た
り
し
て
、
排
水

対
策
を
十
分
し
よ
う
。

②

出
穂
期
以
降
は
、
特
に
湿
害
を

受
け
や
す
い
の
で
排
水
溝
の
整
備

を
し
よ
う
。

3
.
生
育
期
間
中
の
管
理
作
業
の
励
行

が
安
定
多
収
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

①
麦
踏
、
中
耕
、
培
土
に
よ
り
丈

夫
な
麦
を
つ
く
ろ
う
。

②

雑
草
、
病
害
虫
防
除
は
、
適
期

を
の
が
さ
ず
確
実
に
し
よ
う
。

4
.
品
質
向
上
の
た
め
、
適
期
に
収
穫

し
、
適
正
な
乾
燥
調
製
を
し
よ
う
。

①

コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
す
る
場
合

は
、
過
熟
気
味
の
も
の
を
行
お
う
。

②

乾
燥
温
度
が
高
く
な
り
す
ぎ
な

い
よ
う
、
温
度
管
理
に
は
注
意
し

よ
う
。

5
.
集
団
麦
作
、
農
作
業
受
委
託
、
期

間
借
地
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
生
産

単
位
の
大
型
化
を
図
り
、
生
産
コ
ス

ト
の
低
減
を
図
ろ
う
。

①

農
用
地
利
用
増
進
事
業
な
ど
に

よ
り
規
模
拡
大
を
図
ろ
う
。

②

集
落
内
で
話
し
合
い
集
団
転
作

を
実
施
し
よ
う
。

な
お
、
麦
づ
く
り
に
つ
い
て
の
補
助

事
業
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

麦生産量の推移 180万トン程度
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